
平成20年度 病害虫発生予察注意報 第３号

平 成 2 0 年 ７ 月 1 8 日

発表：福島県病害虫防除所

１ 対象作物：ナシ

２ 病 害 虫：ナシ黒星病

３ 対象地域：浜通り地方

４ 発 生 量：多い

予報の根拠

（１）腋花芽のりん片での発生が多かったことから（注意報第1号発表）、果そう基部での発生が平年（平成11～19年平均）より多かった（図１）。

（２）無防除「幸水」（農業総合センター果樹研究所）新梢葉での発病葉率は、７月以降急増している（図２）。

（３）６月下旬の新梢葉での発生は、各地方とも発生ほ場割合が平年よりやや高く、特に、浜通りでは発病程度の高いほ場が確認された（図３）。

浜通りにおける果実での発生（７月11日調査）は、発生ほ場割合が平年より高く、発病程度の高いほ場も認められている（図４）。

図１ 果そう基部での発生状況（５月下旬） 図２ 無防除の新梢葉での発生状況

図３ 新梢葉での発生状況（６月下旬） 図４ 浜通りにおける果実での発生状況

防除対策

（１）耕種的防除

発病した葉や果実は二次伝染源になるので、見つけしだい摘除して適切に処分する。

（２）薬剤防除

「幸水」では、７月（果実肥大期）に果実へ感染しやすくなるので、以下の薬剤防除を徹底する。 黒星病の発生が認められる場合には、７

月中旬にＥＢＩ剤または、メトキシアクリレート（ストロビルリン）系剤を使用する。さらに、発生が多いほ場では、７月下旬にオーソサイド

水和剤80 1,000倍または、ベルクート水和剤1,000倍を使用する。散布量は10ａ当たり250Ｌ以上として、散布むらがないようていねいに実施す

る。

なお、耐性菌の出現を防止するため、秋期防除を含めた年間使用回数を、ＥＢＩ剤は３回以内に、メトキシアクリレート（ストロビルリン）

系薬剤は（混合剤を含む）は２回以内とする。

● 情 報 内 容 へ の 質 問 や 要 望 は 福 島 県 農 業 総 合 セ ン タ ー 安 全 農 業 推 進 部 発 生 予 察 課 （ 病 害 虫 防 除 所 ） ま で ご 連

絡 く だ さ い 。
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● 本 情 報 は 、 福 島 県 病 害 虫 防 除 所 ホ ー ム ペ ー ジ h t t p : / / w w w . p r e f . f u k u s h i m a . j p / f a p p i / i n d e x . h t m l で も ご 覧 に

な れ ま す 。
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（７月上旬、平成１３～１９年）


